
岡
山
ｏ
一肩
脊
堀
の
内
遺
跡

所
在
地
　
　
　
岡
山
県
赤
磐
郡
瀬
戸
町
肩
脊

調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
八
月

発
掘
機
関
　
　
瀬
戸
町
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
矢
部
秋
夫

・
吉
岡
永

一

遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
迪退
跡
の
時
代
　
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代

７
　
逹退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
地
は
、
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
館
跡
で
、
約
三
〇
ア

ー
ル
の
一
段
高
い
田
を
、
東
南
西
に
堀
の
跡
を
残
し
て
お
り
農
道
整
備
の
た
め

東
側
堀
の
跡
を
調
査
し
た
。

南
北
二
〇
ｍ
間
に
五
個
所
坪

掘
を
行
な
っ
た
結
果
、
堀
状
遺

構
が
み
ら
れ
暗
灰
色
土
に
よ
り

埋
も
れ
深
さ
二

・
五
ｍ
幅
三
ｍ

程
度
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
堀

状
遺
構
底
部
よ
り
備
前
焼
壷
∩

破
片
が
若
千
及
び
獣
骨
が

一
片

出
上
し
た
。

54321

木
衝
は
、
堀
状
遺
構
表
上
下
約

一
・
四
ｍ
の
位
置
で

一
枚
出
上
し
た
が
、
木

　

７０

筒
抜
取
後
は
、
粘
土
層
の
た
め
同
坪
は
崩
壊
し
て
測
図
不
能
と
な
っ
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文
・
内
容

「
Ｏ
　
　
　
　
　
　
□
徳
二
年

奉
轄
讀
大
□
□
経
日
日
百
巻
守
護
初
也

翼
　
　
　
　
　
　
　
一
一月
十
日
　
　

」

材
質
は
杉
。
上
端
を
山
型
に
作
る
。

『東
大
寺
領
横
江
庄
遺
跡
』
刊
行
さ
る

初
期
庄
園
の
遺
跡
と
し
て
著
名
な
石
川
県
の
国
史
跡

・
横
江
庄
遺
跡
の

調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
吉
岡
康
暢
氏
編
で
松
任
市
教
育
委
員
会

・

石
川
考
古
学
研
究
会
刊
。
内
容
は
調
査
報
告
に
あ
た
る
調
査
編
と
六
編
の

論
考
を
収
め
た
研
究
編
か
ら
な
る
大
部
な
も
の
で
あ
る
。

研
究
編

に
は

「
加
賀

。
能
登
に
お
け
る
掘
立
柱
建
物
の
類
型
と
性
格
」

「
奈
良
平
安
時

代
の
上
器
編
年
」
「施
釉
陶
器

・
陶
硯

・
墨
書
土
器
」
「横
江
庄
遺
跡
出
土

土
器
の
胎
土
分
析
」
「賜
日
系
庄
田
に
関
す
る
覚
書
」
「
北
陸
初
期
庄
園
遺

跡
の
考
古
学
的
検
討
」
と
い
っ
た
力
作
が
な
ら
ぶ
。
な
か
で
も

「
施
釉
陶

器

・
陶
硯

・
墨
書
土
器
」
Ω
口岡
康
暢
氏
）
で
は
石
川
県
出
上
の
墨
書
土
器

が
集
成
検
討
さ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

∧
申
込
先
∨
　
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
協
会

頒
価
　
七
〇
〇
〇
円
　
送
料
五
〇
〇
円

∞
『
ヽ

×

卜
Ｏ

Ｘ

ヽ
　
　
〇
伸
μ

（苦
岡
永

一
）

(和気)




